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梅
雨
真
っ
只
中
、
食
欲
も
な
く
な
り
身
体
も
だ
る
く
な
り
ま
す
。 

元
気
を
だ
そ
う
と
紫
蘇
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
り
、
せ
め
て
食
生
活
を
し
っ
か
り
し

な
く
て
は
・
・
・
と
工
夫
を
し
て
口
当
た
り
の
よ
い
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
み
た
り

は
し
ま
す
が
食
材
選
び
も
こ
の
時
期
は
神
経
を
使
い
ま
す
。 

地
産
地
消
と
顔
の
見
え
る
食
材
を
な
る
べ
く
使
い
賞
味
期
限
、
消
費
期
限
を
気
に

し
な
が
ら
冷
蔵
庫
の
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
。
農
林
水
産
省
の
食
品
の
期
限
表
示
を
見

て
み
る
と
「
賞
味
期
限
」
は
、
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
期
限
で
こ
の
期

限
を
過
ぎ
て
も
、
す
ぐ
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
の
事
。「
消
費
期

限
」
は
、
期
限
を
過
ぎ
た
ら
食
べ
な
い
方
が
良
く
、
定
義
と
し
て
は
定
め
ら
れ
た

方
法
に
よ
り
保
存
し
た
場
合
に
お
い
て
、
腐
敗
な
ど
品
質
の
劣
化
に
伴
い
安
全
性

を
欠
く
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
期
限
を
示
す
年
月
日
を
い
う
。

と
あ
り
ま
す
。「
は
は
あ
」
と
並
ん
で
い
る
食
品
の
新
し
い
も
の
を
選
ぶ
習
慣
が
つ

き
ま
し
た
。 

先
日
、
ス
ー
パ
ー
で
買
物
を
し
て
い
る
と
小
学
生
の
男
の
子
が
一
人
食
肉
の
コ

ー
ナ
ー
で
パ
ッ
ク
の
肉
を
持
っ
て
は
離
し
、
ま
た
違
う
も
の
を
じ
っ
く
り
見
て
か

ら
カ
ゴ
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
月
末
に
な
る
と
買
い
控
え
、
月
初
め
に
な
る
と
溢

れ
る
ほ
ど
の
食
材
が
入
っ
た
カ
ゴ
を
持
っ
た
人
で
レ
ジ
の
前
は
行
列
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
ほ
と
ん
ど
買
物
に
出
か
け
る
こ
と
は
し
な
い
で
通
販
で
食
材

を
購
入
し
て
い
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
前
橋
で
は
大
手
の
食
材
や
日
用
品
売
場

の
閉
鎖
で
特
に
高
齢
者
の
人
の
買
物
が
不
便
に
な
っ
て
き
ま
す
。
一
つ
の
薬
局
の

閉
鎖
で
日
用
品
を
購
入
す
る
の
が
不
便
に
な
っ
た
と
両
親
も
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
不
都
合
な
生
活
空
間
に
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。 

私
が
育
っ
た
桐
生
は
不
思
議
と
小
さ
な
個
性
の
あ
る
店
が
多
く
、
特
に
私
が
子

供
だ
っ
た
頃
は
「
八
百
屋
」「
魚
屋
」「
肉
屋
」「
豆
腐
屋
」「
パ
ン
屋
」「
薬
屋
」「
電

気
屋
」
「
小
児
科
・
内
科
」
や
「
歯
科
医
院
」
「
整
形
外
科
」
な
ど
が
歩
い
て
行
け

る
生
活
範
囲
に
全
て
あ
り
ま
し
た
。
刺
身
は
あ
の
魚
屋
、
切
り
身
は
あ
の
店
、
味

噌
な
ど
は
八
百
屋
に
大
き
な
樽
が
並
び
一
キ
ロ
と
い
う
と
小
母
さ
ん
が
し
ゃ
も
じ

で
山
型
に
盛
り
上
げ
、
醤
油
と
い
え
ば
一
升
瓶
を
持
っ
て
い
っ
て
大
き
な
樽
の
栓

か
ら
注
ぎ
入
れ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
ま
さ
し
く
「
エ
コ
生
活
」
で
す
。 

今
の
時
代
に
は
夢
の
よ
う
な
生
活
空
間
で
す
。
そ
れ
で
商
売
も
成
り
立
っ
て
い
た

の
で
す
か
ら
・
・
・
不
思
議
な
も
の
で
す
。
格
差
は
あ
っ
た
も
の
の
選
択
範
囲
も

狭
く
、
誰
も
が
そ
れ
な
り
に
幸
せ
な
時
代
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

最
近
、
知
人
数
人
か
ら
「
桐
生
が
面
白
い
」
と
言
わ
れ
、
何
度
も
足
を
運
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。
桐
生
の
街
を
自
転
車
で
走
っ
て
み
る
と
確
か
に
、
三

十
年
も
四
十
年
も
そ
れ
以
上
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
街
並
み
に

魅
力
が
あ
る
の
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま

す
そ
の
魅
力
は
街
づ
く
り
に
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。
街
づ
く
り
は
、
新
し
い
も
の
が
乱
立
し
て
く
る
所
か
ら
は
生

ま
れ
ず
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
が
作
り
出
し
て
い
く
も
の
で
す
か

ら
・
・
・
。
桐
生
祭
り
も
一
ヵ
月
後
に
な
り
ま
す
。
静
か
な
街
に
生

き
る
人
々
の
情
熱
と
気
風
の
良
さ
を
見
に
い
か
れ
る
の
も
夏
を
楽
し

む
一
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
是
非
、
お
出
か
け
下
さ
い
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
武
藤
） 

  

〈
ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
ご
案
内
〉 

 

第
８
回 

ノ
イ
エ
ス
展 

 

〈
企
画
〉 

七
月
十
日
（
土
）
～
十
八
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

  

第
２２
回 

呑
石
書
法
会
展 

 

〈
貸
し
画
廊
〉 

七
月
三
十
日
（
金
）
～
八
月
一
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
六
時
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

  
斉
藤
健
司
作
品
展 

―
６５
年
目
の
夏
― 

 

〈
企
画
〉 

八
月
六
日
（
金
）
～
十
六
日
（
月
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

  

北
詰
眞
弓
展 

 

〈
企
画
〉 

八
月
二
十
一
日
（
土
）
～
二
十
九
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

  

＊
ノ
イ
エ
ス
朝
日
は
、
展
覧
会
期
中
以
外
は
休
廊
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
ノ
イ
エ
ス
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
の
夏
期
休
暇
は
七
月
二
十
四

日
（
土
）
～
二
十
八
日
（
水
）
で
す
。 

展
覧
会
関
係
の
お
問
合
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
展
覧
会
会
期
中
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

〈
県
内
外
の
展
覧
会
案
内
〉 

 

金
井
訓
志
展 

七
月
十
四
日
（
水
）
～
二
十
日
（
火
） 

 
 

 
 

 
 

高
崎
高
島
屋 

五
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 
 

 
 

 
 

℡ 

０
２
７
・
３
３
０
・
３
９
５
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第
９
回 

ま
つ
し
ろ 

現
代
美
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

 
 

七
月
四
日
（
日
）
～
十
九
日
（
月
・
祝
） 

 
 

 
 

松
代
藩
文
武
学
校
・
旧
樋
口
家
住
宅
・
象
山
地
下
壕
に
て 

 
 

 
 

現
代
美
術
の
持
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
活
か
し
つ
つ
、
第
二
世 

 
 

 
 

界
大
戦
で
遺
さ
れ
た
第
一
級
の
戦
争
遺
跡
、
松
代
大
本
営 

 
 

 
 

象
山
地
下
壕
を
も
つ
長
野
市
松
代
町
に
て
展
覧
会
を
毎
年 

 
 

 
 

継
続
開
催
。
ま
つ
し
ろ
か
ら
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界 

 
 

 
 

に
発
信
し
ま
す
。
文
武
学
校
入
館
料
二
〇
〇
円 

 
 

 
 

群
馬
か
ら
白
川
昌
生
氏
、
木
暮
伸
也
氏
が
参
加
。 

 
 

 
 

時
間
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直
接
お
問
合
せ 

 
 

 
 

下
さ
い
。
℡ 

０
２
６
・
２
３
８
・
４
１
４
４ 

 

〈
新
刊
の
ご
案
内
〉 

 

「
群
馬
学
と
は
」 

手
島 

仁 
 

著 
 

定
価
一
八
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。 

  

〈
ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
〉 

 

  

簡
単
な
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー 

レ
シ
ピ 

レ
モ
ン
（
国
産
）
４
分
の
一
個 

蜂
蜜
大
匙
２
～
３
杯 

乾
燥
ハ
ー
ブ 

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
、
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
、 

 
 

 
 

 
 

マ
ロ
ウ
、
ミ
ン
ト
少
々
な
ど 

愛
用
カ
ッ
プ
に
レ
モ
ン
を
絞
り
ま
す
。
そ
こ
に
蜂
蜜
を
入
れ
ま
す
。 

ポ
ッ
ト
に
乾
燥
ハ
ー
ブ
を
全
部
入
れ
熱
湯
を
注
ぎ
ま
す
。 

四
～
五
分
し
て
か
ら
カ
ッ
プ
に
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
茶
漉
し
で
注
ぎ 

入
れ
、
ス
プ
ー
ン
で
混
ぜ
れ
ば
出
来
上
が
り
。 

マ
ロ
ウ
を
使
う
と
美
し
い
薄
紅
色
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。 

蜂
蜜
の
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、
カ
リ
ウ
ム
、

レ
モ
ン
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
栄
養
を
・
・
・
。 

 


